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団体生命共済の○新制度について

【主な概要】
① がん保障の充実化と先進医療保障の新設など
② ８５歳まで継続できる総合的な保障制度へ
③ 男女別・年齢別に傾斜を付けた掛金体系に変更
④ 新制度へ適用⇒ 2022年6月1日（石川県本部は2022年11月1日）より適用
☆ がん保障の充実

若 年 層 ⇒ 長期化する「治療」への備え
中高年層 ⇒ 年々高まる「罹患リスク」への備え

『がん診断共済金』が２年に１回を限度に、何度でも受け取り可能に!!
『上皮内がん診断共済金』を新設!! （現行制度は「上皮内がん」は対象外）
在職中・退職後ともにがん保障の付帯額は『入院日額200倍・100万円限度』で付帯!!

☆ 先進医療保障の新設

先進医療にかかる費用は「全額自己負担」となり
医療の種類や病院により「数百万円」になる場合も！！

１回あたり最高１０００万円 … 自己負担した『技術料相当額』受取可能!!
回数・金額ともに通算限度なし!!

☆ 既加入者は『持病あり』でも保障が適用

充実する「がん保障」や「先進医療保障」は、
たとえ『持病』がある方でも、既加入者全員に適用!!

健康状態に問題がある方にも保障の充実化!!
新制度実施と同時に既加入者全員に適用！！

～ じちろう退職者団体生命共済の新設により退職後の保障も安心 ～

☆ 生涯保障の柱となる制度を目指します

新しくなった『じちろう団体生命共済』は、
８５歳まで継続加入できる充実の保障!!

現職中の「団体生命共済」と同じ保障の枠組みで、
８５歳まで継続利用できる新制度が誕生!!

『じちろう退職者団体生命共済』の新設
～じちろう退職者団体生命共済について～

① 生涯を通じて「命」と「健康」の保障の柱となる制度です。
② 保障充実の「医療保障充実型」と掛金を抑えた「病気入院付帯型」から選択します。
③ 掛金の支払いは「口座振替」による年１回（発効月は5月１日）です。
④ 現職中と同じく「割り戻し金」もあります。
⑤ 現職中から継続して利用することで、一時的に掛金が引き上がる方も「通算掛金の抑制」が
可能となります。

長期共済の積立金は、老後の資産として活用可能!!

☆ 個人賠償責任共済の任意選択が可能

近年、高額化する傾向にある
『賠償金』への補償が任意で選択可能に!!

日常生活で生じる法律上の「賠償責任」に対応!!
＜組合員本人加入により、同居の家族も補償の対象になります＞
自転車事故も補償の対象!!
補償額は ⇒ 最高３億円!!
掛金額は ⇒ 200円/月!!

☆ 高血圧の方の加入基準の緩和を実施

高血圧の治療中であっても、
所定の血圧値(範囲内)なら加入できるように改善!!

医師による診断で最新の血圧値が最大１３９ｍｍHg以下かつ、最小８９ｍｍHg以下!!
３０歳以上の方で、高血圧症の治療入院および原因となる病気等をしていない場合!!


